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3. プロジェクトの全体構成

2. 研究開発プロジェクトのマイルストーン（達成目標）

1. プロジェクトのねらい

2022年9月12日 ムーンショット目標９公開シンポジウム

身体化された前向きの機序
（QST・山田）

五感と脳操作による前向き
アシスト（QST・平尾）

老いと死における前向き
（国がん・藤森）

3年目（2024年）
こころの前向き指標（主観尺度）ができている

5年目（2026年）
身体情報からこころの前向きを推定することができ
ている

10年目（2031年）
不察知計測による前向き推定技術と、前向きアシ
スト技術・訓練技術・支援基盤が確立している

様々な逆境を乗り越えて人生最後の瞬間までより良く生きるために
自らをポジティブな状態に導く「前向き」を
個々人が獲得できる科学技術を開発

身体から「前向き」を読み取る技術の開発（研究開発項目01）

「前向き」を促す技術の開発（研究開発項目02）

「前向き」のELSIと社会応用（研究開発項目03）

目指す社会像

目指す科学技術

実環境センシングとパフォー
マンス評価（NTT・柏野）

フロー体験による前向きの
循環と汎化（Caltech・下條）

前向きのモデル化
（アラヤ・濱田）

分子操作による前向き
アシスト（QST・南本）

バイオメカニクス操作による
前向き訓練（筑波大・佐渡）

前向きの意義と倫理
（北大・田口）

前向きの発達
（玉川大・松田）

逸脱した前向き
（医科歯科・高橋）


